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岩手県における急性心筋梗塞の診療体制



岩手県公式ホームページより抜粋岩手県内の医療圏
と

主な総合病院

(1) 1,5280 km2という広大な面積．
(北海道に次いで全国2位)

(2) 人口密度は約84.1人/km2と低い．
(全国の平均人口密度は338人/km2)
(北海道に次いで2位)

(3) 比較的都市部の内陸部と比較して
沿岸地域は特に高齢過疎化が進行．

(4) 9つの医療圏に区切られている．
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PCI可能な9施設
と

循環器内科常勤医数

2

Primary PCI 年間150件以上
の所謂”PCI high volume 

hospitals”は2施設．
沿岸地域のPCI可能な
病院は3施設．

(※2026年7月6日 現在)



厚生労働省ホームページ (2024/1/26アクセス)
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/ishi-hatarakikata_34355.html

「医師の働き方改革概要」より抜粋

「医師の勤務間インターバルと代償休息について」より抜粋

月に80時間
週に18時間



全国の循環器内科をとりまく環境の変化



日本循環器学会ホームページ（https://www.j-circ.or.jp/topics/wakate_pj/）より引用（2026/7/6アクセス）



日本循環器学会ホームページ（https://www.j-circ.or.jp/topics/wakate_pj/）より引用（2026/7/6アクセス）



、末梢血管疾患

・PTA

・ICD
・アブレーション (SVTが半数)

・先天性心疾患
・左心耳閉鎖

M-TEER

著しい増加

拡大・厳格化
まだ非侵襲的内科治療が主体。1
人の循環器内科医が担当する専
門分野は1つで良かった

CVIT領域

CVIT領域

CVIT領域

・負荷検査

・肺高血圧
・先天性心疾患

激増！

・心移植



循環器内科医が減少する一方で，やる事が増えた結果…

PCI
やるよ！

EVT
やるよ！

不整脈
やるよ！

エコー
やるよ！

心不全
みるよ！

PCI
やるよ！

不整脈
やるよ！

エコー
やるよ！

EVT
やるよ！

SHD
やるよ！

病棟・外来
急患は

持ち回りで！

心不全も全員で！
過去 現在

→ 著しいマルチタスク化が進んでいる．

【大学病院の例】



循環器救急医療と働き方改革に関するアンケート調査



対象：岩手県立病院および岩手医科大学関連病院 18施設の循環器内科医 92名
⼋⼾⾚⼗字病院
かづの厚生病院

岩手県⽴⼆⼾病院
岩手県⽴久慈病院
岩手県⽴葛巻病院

三愛病院
岩手県⽴中央病院
盛岡⾚⼗字病院
盛岡市⽴病院

岩手医科大学附属病院
岩手県⽴宮古病院
岩手県⽴中部病院
北上済生会病院

岩手県⽴釜石病院
岩手県⽴胆沢病院

岩手県⽴大船渡病院
岩手県⽴磐井病院
岩手県⽴千厩病院

調査機関：2026/6/15〜2026/6/26
方法：Googleフォームに入力

回答率：59% （54名）



【質問①】現在の循環器医師数で循環器救急診療を維持できていると思いますか？

【質問②】2024年度からの働き方改革開始後、あなたが担当する循環器救急患者の数に変化はありましたか？

【質問③】あなたの日直・当直・オンコールの負担についてどう感じますか？

【質問④】循環器医師数の不足を感じますか？

【質問⑤】今後5年間、あなたの勤務する病院における循環器救急体制の維持についてどう考えますか？

【質問⑥】働き方改革開始後、あなたの勤務内容にどのような変化を感じますか？

【質問⑦】大学病院へ期待するものは何ですか？（岩手県⽴病院および大学関連病院勤務医対象・複数回答可）

【質問⑧】現在、困っている問題は何ですか？（岩手県⽴病院および大学関連病院勤務医対象・複数回答可）

【質問⑨】働き方改革によりあなたが影響を受けた業務は何ですか？（大学勤務医対象・複数回答可）

【質問⑩】あなたの勤務する病院において持続可能な循環器救急体制を構築するために必要と思われることは何ですか？



【質問①】現在の循環器医師数で循環器救急診療を維持できていると思いますか？

54件の回答

7.4%
1.9%

約半数が「ぎりぎり維持」

4割が「困難」または「非常に困難」



【質問②】2024年度からの働き方改革開始後、あなたが担当する循環器救急患者の数に変化はありましたか？

54件の回答

3割が「増加した」または「やや増加した」

なぜ患者数が増えたのか？



「医師の勤務間インターバルと代償休息について」より抜粋

過去 現在

当直明けなので、
午後は帰ります。

1人当たりが診る
急患の数が増える

心不全が
増えた



【質問③】あなたの日直・当直・オンコールの負担についてどう感じますか？

54件の回答

1.9%

約半数が「重い」または「非常に重い」

「働き方改革」導入後も
未だ大きな負担



【質問④】循環器医師数の不足を感じますか？

54件の回答

1.9%

98%が「やや感じる」、「感じる」、「強く感じる」



【質問⑤】今後5年間、あなたの勤務する病院における循環器救急体制の維持についてどう考えますか？

54件の回答 約半数が「困難」または「非常に困難」

「このままでは急患体制が維持できない」
という現場の声



【質問⑥】働き方改革開始後、あなたの勤務内容にどのような変化を感じますか？

54件の回答

7.4%

1.9%
1.9%

8割以上が「改善した」とは感じられていない



【質問⑦】大学病院へ期待するものは何ですか？（岩手県⽴病院および大学関連病院勤務医対象・複数回答可）

34名からの複数回答

ホットライン・オンラインでの相談

非常勤医師の派遣・外来応援

その他

地域基幹病院は，大学にまず「医師派遣」，次いで
「救急受け入れ支援」，「相談」，「教育・研修」を求めている

【地域基幹病院】



【質問⑧】現在、困っている問題は何ですか？（岩手県立病院および大学関連病院勤務医対象・複数回答可）

33名からの複数回答

他科対応不能な非循環器疾患の診療

やりたい手技ができない施設に勤務

その他

【地域基幹病院】

地域基幹病院の課題はまず「医師不足」，
そして「患者と医師の高齢化」，「夜間対応」である．



【質問⑨】働き方改革によりあなたが影響を受けた業務は何ですか？（岩手医大 勤務医対象・複数回答可）

18名からの複数回答

その他

【岩手医大】



【質問⑩】



・ 問題は「働き方改革」そのものではなく，診療領域が急速に拡大した一方で，人員が追いつい
ていないことであった。

・「医師が足りない」、「教育する余裕がない」、「使命感だけでは続かない」
→ これが岩手県の循環器医療における現場の声だった。

・本アンケートにおいて「医師をもっと頑張らせればよい」という意見は一つもなかった．

・代わりに挙がっていたのは「医師を増やす」，「教育する」，「集約化する」，「タスクシフ
トする」，「地域で連携する」，「システムを変える」という，個人ではなく仕組みの改善だっ
た．

・現場は働き方改革に反対しているのではない．持続可能な循環器救急を実現するための「仕組
み」を求めている。

まとめ



一方で，これから「医師偏在対策が進む時代」を生きる
若手医師には，チャンスでもある．

症例数が多い
・救急疾患、心不全、カテ
ーテル症例を幅広く経験

手技に触れられる
・PCI・SHD・デバイス
・補助循環など
・ハンズオンと現場指導
で基礎から学べる

学会報告・論文も支援
・学会発表、研究テーマ
をチームでサポート
・国内留学、海外留学も
選択肢

循環器内科は，
どの病院・どの地域においても非常に大事にされる．



若手医師確保にむけて

PCIハンズオン

Impellaハンズオン

学生，研修医，若手医師向けに各
手技のハンズオンや医局説明会を
毎年数回ずつ開催．

リサーチカンファレンスも積極的
に行っている．

循環器内科の楽しさを共有する．

TAVIハンズオン



勤務状況の改善に向けた取り組み

チーム制
・個人に負担を集中させない
・お互いにカバーできる体制
・相談しやすい雰囲気づくり

メリハリのある勤務
・平日はしっかり働く
・週末はしっかり休む

休みやすい仕組み
・当直は平均月3回
・On-call平均月3回
・当直明け翌日は午後休み
（2024年6月〜）

育児休暇の取得を推進．
2026年6月現在，男性医師も100％取得．

「働き方改革」導入後，各科の勤務状況が可視化された結果，
循環器内科医自身も持続可能な働き方を意識するようになりつつある．



ご清聴ありがとうございました

アンケート調査に御協力いただきました先生方に
心より感謝申し上げます


